
☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。

市政を問う 一般質問
11名の議員登壇

1．渡
わた

辺
なべ

　利
とし

治
はる

（創政会）……………………………………………………………………………… P10
◦大災害を想定しての曽於市の取り組みについて
◦有機センターの取り組みについて

2．徳
とく

峰
みね

　一
かず

成
なり

（日本共産党）……………………………………………………………………… P11
◦市役所再編と財政対策について　　　◦看護短期大学誘致の問題点について
◦各施設のあらたな改築等について

3．土
つち

屋
や

　健
けん

一
いち

（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P12
◦財部南中学校跡地の活用について　　◦環境美化・道路美化について
◦パワーハラスメントやセクシャルハラスメントについて

4．海
うみ

野
の

　隆
りゅう

平
へい

（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P13
◦ビジネスホテルの誘致について　　　◦家庭内暴力，DV の実態と対応について

5．伊
い

地
ぢ

知
ち

　厚
あつ

仁
ひと

（誠和会）………………………………………………………………………… P14
◦南海トラフ震災を想定した後方支援について
◦曽於市イノシシ等被害防止事業補助金交付要綱の電気柵補助について
◦はり灸助成に関する規則の改正を　◦市道大迫線の改良について

6．宮
みや

迫
さこ

　勝
まさる

（日本共産党）…………………………………………………………………………… P15
◦財部高校跡地の利活用について　　　◦本庁・支所機能再編について
◦国保税の減免について　　　　　　　◦学校等教育施設の維持管理について

7．九
く

日
にち

　克
かつ

典
のり

（創政会）……………………………………………………………………………… P16
◦農業振興について　　　　　　　　　◦道路行政について

8．松
まつ

ノ
の

下
した

　いずみ（誠和会）…………………………………………………………………… P17
◦フッ化物洗口について　　　　　◦大川原峡渓谷、悠久の森、溝ノ口洞穴について

9．今
いま

鶴
づる

　治
はる

信
のぶ

（新生会）……………………………………………………………………………… P18
◦末吉中央公民館整備事業について　　◦大淀川の堤防の被災について

10．渕
ふち

合
あい

　昌
まさ

昭
あき

（新生会）… ………………………………………………………………………… P19
◦ゆず振興について　◦空き家対策について　◦ふるさと納税の寄附金について

11．岩
いわ

水
みず

　豊
ゆたか

（新生会）… ……………………………………………………………………………… P20
◦保育料無償化について　　　　　　　◦小中学校のクーラー設置について
◦曽於市高等教育機関設立可能性調査報告について
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大災害を想定しての
市の取り組みは

市長／万全ではないが必要性は認める

問　

本
市
の
災
害
に
対
す

る
現
状
は
。

市
長　

大
災
害
を
経
験
し

て
お
ら
ず
食
料
品
等
の
備

蓄
や
防
災
グ
ッ
ズ
・
家
具

の
転
倒
防
止
の
対
応
が
遅

れ
て
い
る
。
ま
た
市
職
員

に
お
い
て
も
防
災
意
識
が

高
い
と
言
え
な
い
。

問　

備
蓄
品
等
の
入
れ
替

え
は
大
丈
夫
か
。

市
長　

定
期
的
に
入
れ
替

え
て
い
る
が
発
電
機
が
不

足
し
て
い
る
。

問　

沿
岸
部
分
大
災
害
に

対
す
る
本
市
の
役
割
は
。

市
長　

本
市
被
災
確
認
後
、

沿
岸
部
へ
は
災
害
対
策
基

本
法
や
市
町
村
間
災
害
相

互
応
援
協
定
に
基
づ
き
支

援
す
る
。

市
長　

令
和
２
年
～
３
年

度
に
本
庁
隣
接
の
向
江
公

園
に
３
階
建
て
１
８
０
０

㎡
増
設
し
３
階
に
司
令
本

部
を
置
く
。

有
機
セ
ン
タ
ー

問　

有
機
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
状
況
は
。

市
長　

年
間
２
７
０
日
稼

動
し
、
日
量
最
大
60
ｔ
を

処
理
し
て
い
る
が
、
老
朽

化
も
あ
り
精
査
す
る
点
が

多
い
。

問　

原
料
搬
入
に
対
し
て

苦
情
も
あ
り
改
善
策
は
な

い
か
。

市
長　

本
年
度
よ
り
操
業

日
数
を
増
や
し
、
農
家
へ

一
次
処
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
製
造
工
程
の
検
証

を
行
い
、
施
設
増
設
を
検

問　

大
災
害
時
に
お
け
る

後
方
支
援
拠
点
施
設
の
必

要
性
は
。

市
長　

被
災
市
町
村
を
支

援
す
る
た
め
に
、
自
衛
隊

や
緊
急
消
防
援
助
隊
の
集

結
場
所
、
支
援
物
資
の
集

積
場
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

拠
点
の
役
割
を
有
す
る
後

方
支
援
拠
点
施
設
は
必
要

で
あ
る
。

問　
今
後
の
災
害
時
の
指

令
本
部
の
行
方
は
ど
う
な

る
の
か
。

証
し
て
い
く
。

ひとごとではありませんよ

料金価格差をなくして有機堆肥をもっと使って

ちょっとひとりごと

渡
わた
辺
なべ
　利
とし
治
はる

（創政会）

転ばぬ先の杖
忘れたころに来ます

10曽於市議会だより№ 57 令和元年 8月 1日発行



☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。

市役所再編について

市長／アンケートは３千人にしぼり
　　　全市統一してやりたい

問　
財
部
地
域
の
検
討
委

員
会
は
付
帯
意
見
で
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
市
民

を
対
象
に
と
出
さ
れ
た
。

付
帯
意
見
を
尊
重
す
る
か
。

市
長　

す
べ
て
を
尊
重
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
３
千

人
に
し
ぼ
り
実
施
し
た
い
。

問　

特
に
大
隅
、
財
部
町

の
市
民
の
意
見
を
つ
か
む

た
め
に
は
、
旧
町
ご
と
に

実
施
す
べ
き
だ
。

市
長　

旧
町
ご
と
で
は
な

く
、
全
市
統
一
し
て
や
り

た
い
。

問　

市
役
所
再
編
後
の
各

支
所
の
職
員
数
は
。

市
長　

試
算
上
は
、
末
吉

２
５
０
人
、
大
隅
50
人
、

財
部
47
人
と
な
る
。

総
事
業
費
27
億
円
の
財
源

内
訳
は
。

市
長　

誘
致
を
決
定
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
財
源
内

訳
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　

事
業
の
財
源（
資
金
）

と
し
て
ど
の
よ
う
な
地
方

債
の
借
入
れ
を
使
う
の
か
。

市
長　

具
体
的
な
地
方
債
の

借
入
れ
は
見
当
た
ら
な
い
。

問　

今
後
の
厳
し
い
財
政

を
考
え
た
と
き
、
特
定
の

地
方
債
の
借
入
れ
が
な
い

ま
ま
誘
致
す
る
の
は
無
茶

で
は
な
い
か
。
中
止
を
求

め
た
い
。
今
後
財
部
高
校

跡
地
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
誘

致
に
重
点
を
置
く
べ
き
だ
。

市
長　

看
護
短
期
大
学
誘

致
を
実
施
す
る
か
ど
う
か

は
検
討
中
で
あ
る
。

問　

市
役
所
再
編
後
の
職

員
数
を
十
分
検
討
し
て
か

ら
、
市
役
所
の
規
模
は
決

め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
大

隅
、財
部
支
所
の
８
０
０
㎡

（
約
２
４
０
坪
）は
、
こ
れ

ま
で
の
半
分
以
下
と
な

る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
は
な
い
か
。

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
テ
レ

ビ
電
話
を
導
入
し
た
い
。

問　

総
事
業
費
24
億
円
は
、

見
積
り
額
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。

市
長　

事
業
費
を
極
力
押

え
た
た
め
、
こ
う
し
た
見

積
り
額
と
な
っ
た
。

看
護
短
期
大
学
誘
致

問　

財
源
、
財
政
、
運
営

上
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
。

ちょっとひとりごと

徳
とく
峰
みね
　一
かず
成
なり

（日本共産党）

市民アンケー
トは全市民に
旧町ごとに実
施すべきだ

今後の心配される厳しい財政状況

②人口減少が財政にも
影響
H27年 3万6千人
R 2 年 3万3千人
R 7 年 3万人

※人口減少が続くと国
の交付税も減額とな
る。

①曽於市は合併後 18 年間過疎債と合併特例債
を使って多くの事業を実施してきた。

Ｈ17～30年度
過疎債総額  101億円
合併特例債総額  139億円

１億円未満切り捨て
※合併特例債は令和 7 年度まで、その後は過疎

債中心とした事業となる。
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財部南中跡地の活用を

市長／積極的に情報を発信したい

問　

現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
市
長　

体
育
館
と
運
動
場

は
校
区
の
方
々
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。
校
舎
の
一
部

は
ド
ロ
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト

養
成
校
、
研
修
所
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

問　

畑
作
と
優
秀
な
人
工

林
地
帯
で
あ
り
実
習
先
も

多
い
。
大
隅
半
島
と
宮
崎

県
南
部
の
林
業
の
た
め
に

林
業
労
働
者
、
技
術
者
の

研
修
所
等
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
外
国
人
受
入
れ
の

時
代
も
間
近
で
あ
る
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

問　
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
の
実
態
は
。

市
長　

職
場
内
や
議
員
と

職
員
の
間
に
お
い
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は「
人

間
の
尊
厳
を
奪
う
」意
味
。

抑
制
対
策
は
。

市
長　

県
の
研
修
会
参
加

や
市
で
も
全
員
参
加
の
研

市
長　

地
元
の
農
林
業
と

関
わ
る
活
用
が
で
き
な
い

か
調
査
検
討
を
す
す
め
る
。

美
し
い
曽
於
市
を

問　

道
の
美
化
里
親
制
度

や
一
斉
美
化
作
業
の
現
状

は
。

市
長　

道
の
美
化
里
親
は

財
部
60
団
体
７
１
３
人
、

大
隅
64
団
体
１
０
０
５
人
、

末
吉
35
団
体
５
９
２
人
活

動
し
て
い
る
。
会
員
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
高
齢
化

も
心
配
さ
れ
る
。
一
斉
美

化
作
業
は
毎
年
各
自
治
会

の
お
陰
で
良
好
な
環
境
が

維
持
さ
れ
感
謝
し
て
い
る
。

問　

不
法
投
棄
対
策
は
。

市
長　

不
法
投
棄
が
多
い
。

看
板
設
置
や
FM
放
送
等
で

啓
発
を
し
て
い
く
。

修
会
を
開
い
て
い
る
。

問　

パ
ワ
ハ
ラ
規
制
法
が

成
立
し
た
。
曽
於
市
で
も

「
市
職
員
倫
理
条
例
」
を

制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

前
向
き
に
検
討
す

る
。

財部町の道の美化里親のあいことば

もったいない財部南中跡

土
つち
屋
や
　健
けん
一
いち

（無所属自由クラブ）

ちょっとひとりごと

曽於市を美しく

12曽於市議会だより№ 57 令和元年 8月 1日発行



ちょっとひとりごと

☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。

ビジネスホテルの誘致は

市長／ホテル誘致を行いたい

問　

市
長
の
公
約
で
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘
致

に
つ
い
て
現
時
点
で
の
考

え
は
。

市
長　

本
市
に
は
ホ
テ
ル

等
の
施
設
が
少
な
い
。
現

時
点
で
も
ホ
テ
ル
誘
致
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

い
ま
ま
で
の
３
事
業

者
と
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

現
在
は
、
エ
ー
エ

フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱
１

社
と
ホ
テ
ル
建
設
に
向
け

た
協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

問　

新
規
事
業
者
は
あ
る

の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
３
社

以
外
に
、
ホ
テ
ル
誘
致
や

建
設
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
な
い
。

問　
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
設
置
事
業
者
の
意
向

を
尊
重
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

市
長　

設
置
事
業
者
の
意

向
を
尊
重
し
た
い
。

家
庭
内
暴
力
・
D
V
の

実
態
と
対
応

問　

曽
於
市
内
の
D
V
の

相
談
件
数
は
。

市
長　

平
成
28
年
度
が
５

件
、
29
年
度
が
16
件
、
30

年
度
が
12
件
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問　

D
V
の
対
処
は
。

市
長　

緊
急
性
の
高
い
相

談
は
保
護
措
置
を
と
り
、

子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、

関
係
機
関
と
ケ
ー
ス
会
議

を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
具

体
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

一
時
保
護
は
何
件
か
。

市
長　

平
成
30
年
度
は
、

３
件
あ
り
、
対
象
者
は
５

人
で
あ
る
。

問　

相
談
窓
口
や
案
内
板

は
。

市
長　

現
在
企
画
課
で
対

応
し
て
い
る
が
、
今
後
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
検
討
す
る
。

問　

D
V
の
根
絶
に
向
け

最
大
限
の
努
力
を
払
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

子
ど
も
を
守
る
。

大
き
な
事
件
に
な
ら
な
い

よ
う
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

DV相談リーフレット

海
うみ
野
の
　隆
りゅう
平
へい

（無所属自由クラブ）

お父さん お母さんへ
子どもは大事に育てて
ください
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南海トラフ地震が
起きた時後方支援の対応は

市長／後方支援を積極的に対応する

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

想
定
し
た
後
方
支
援
は
。

市
長　

南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
場
合
は
、
各

種
対
応
を
行
い
、
後
方
支

援
も
積
極
的
に
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

問　

志
布
志
市
、
大
崎
町

と
の
防
災
会
議
の
開
催
は
。

市
長　

大
規
模
災
害
の
発

生
を
想
定
し
、
２
市
１
町

の
連
携
を
図
る
た
め
に
も

防
災
会
議
開
催
の
必
要
性

は
あ
る
。

電
気
柵
補
助
金
の
現
状

問　

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止

事
業
の
電
気
柵
補
助
の
対

応
は
。

市
長　

受
益
面
積
が
50
ａ

以
上
で
事
業
費
の
２
分
の

所
で
も
取
り
扱
え
る
か
。

市
長　

各
支
所
で
も
申
請

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

は
り
灸
助
成
に

関
す
る
規
則
改
正
を

問　

は
り
灸
助
成
金
の
上

乗
せ
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

近
隣
市
町
と
同
程

度
の
助
成
額
で
あ
り
、
財

政
状
況
を
考
え
る
と
、
現

状
維
持
し
た
い
。

市
道
大
迫
線
の
改
良

問　

大
迫
線
の
側
溝
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

一
部
改
良
さ
れ
側

溝
も
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

大
部
分
が
無
い
。
道
路
の

勾
配
が
一
定
で
な
い
た
め
、

側
溝
の
あ
る
十
三
迫
線
・

１
以
内
を
補
助
す
る
。

問　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
購

入
で
も
補
助
金
は
で
る
の

か
。

市
長　

補
助
で
き
る
が
、

森
林
組
合
が
販
売
し
て
い

る
機
材
は
保
証
期
間
が
３

年
と
長
く
、
設
置
・
指
導

か
ら
修
理
等
ま
で
迅
速
に

対
応
し
て
い
る
の
で
、
森

林
組
合
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

補
助
金
申
請
を
各
支

境
迫
線
・
大
迫
線
へ
分
散

し
て
排
水
す
る
側
溝
布
設

工
事
を
、
来
年
度
よ
り
段

階
的
に
行
う
。

電気柵だけでは解決できない

側溝布設工事が待ち遠しい

伊
い
地
ぢ
知
ち
　厚
あつ
仁
ひと

（誠和会）

ちょっとひとりごと

地震による
津波災害は怖い
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☆表決の結果、得られた議会の意思決定を「議決」といいます。

国保税18歳以下の均等割の免除を

市長／来年度から実施できるように進めたい

問　

国
保
税
は
ど
の
よ
う

に
課
税
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

所
得
割
、均
等
割
、

平
等
割
、
資
産
割
の
合
算

で
課
税
さ
れ
る
。

問　

18
歳
以
下
の
子
ど
も

の
均
等
割
は
い
く
ら
か
。

市
長　

２
万
８
千
円
で
あ

る
。

問　

18
歳
以
下
の
均
等
割

を
免
除
す
る
た
め
に
財
源

は
い
く
ら
必
要
か
。

市
長　

18
歳
以
下
の
被
保

険
者
は
９
７
２
人
で
、
法

定
軽
減
額
を
差
し
引
く
と

１
７
７
６
万
４
千
円
の
財

源
が
必
要
と
な
る
。

問　

何
の
収
入
も
な
い
18

歳
以
下
の
均
等
割
の
免
除

を
求
め
た
い
。

市
長　

来
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

財
部
高
校
跡
地
の
利
活
用

問　

看
護
短
期
大
学
設
立

可
能
性
調
査
の
報
告
書
が

出
さ
れ
た
。
大
学
設
立
の

施
設
整
備
費
と
開
学
準
備

期
間
の
経
費
は
い
く
ら
か
。

市
長　

施
設
整
備
費
が
27

億
円
、
開
学
準
備
期
間
の

経
費
が
３
年
間
で
２
億
５

千
万
円
試
算
し
て
い
る
。

問　

跡
地
に
畜
産
関
係
の

事
案
も
あ
る
と
聞
い
た
。

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

鹿
児
島
大
学
と
宮

崎
大
学
が
共
同
で
整
備
・

運
営
す
る
南
九
州
産
業
動

物
疾
病
制
御
教
育
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
曽
於
市
、
都

城
市
、
三
股
町
で
候
補
地

選
定
作
業
中
で
あ
る
。
鹿

児
島
大
学
か
ら
交
通
の
利

便
性
と
、
畜
産
関
係
機
関

と
企
業
が
集
積
す
る
曽
於

市
に
整
備
の
打
診
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

実
現
し
た
い
強
い

気
持
ち
で
あ
る
。
今
回
調

査
の
予
算
を
計
上
し
た
。

学
校
等
教
育
施
設
の

維
持
管
理

問　

プ
ー
ル
の
循
環
機
・

ろ
過
機
が
故
障
し
て
い
る

学
校
が
あ
る
。
対
策
は
。

教
育
長　

末
吉
中
は
間
も

な
く
発
注
予
定
で
あ
る
。

他
の
学
校
は
調
査
点
検
後

状
況
に
応
じ
て
修
繕
等
を

行
い
た
い
。

宮
みや
迫
さこ
　勝

まさる

（日本共産党）

ちょっとひとりごと

国保税
18歳以下の均等割が免除

保険税の決め方
所得割 世帯の被保険者の所得に応じて計算

均等割 世帯の被保険者数に応じて計算

平等割 一世帯にいくらと計算

資産割 世帯の被保険者の資産に応じて計算
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トゲの少ないゆずの導入に
努められないか

市長／高額なため従来のゆずを推進する

ン
ケ
ー
ト
」を
お
願
い
し
、

結
果
を
も
と
に
対
策
を
検

討
す
る
。

道
路
行
政

問　

国
道
10
号
線
の
交
通

量
が
非
常
に
多
い
。
解
決

策
は
。 

市
長　

幹
線
道
路
で
あ
り
、

地
元
の
要
望
を
も
と
に
交

差
点
の
改
良
や
一
部
４
車

線
化
、
歩
道
設
置
等
を
国

や
県
に
要
望
し
て
い
る
。

問　

愛
媛
県
鬼き

北ほ
く
町
に
従

来
の
ゆ
ず
と
比
較
し
て
ト

ゲ
が
少
な
く
短
い
「
鬼き

北ほ
く

の
香か
お
り里
」が
発
見
さ
れ
た
。

果
実
の
特
性
及
び
果
汁
成

分
い
ず
れ
も
明
確
な
差
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ト
ゲ

が
少
な
く
短
い
こ
と
で
作

業
の
効
率
、
安
全
性
、
果

実
正
品
率
の
向
上
な
ど
期

待
で
き
る
。
導
入
は
で
き

な
い
か
。

市
長　

新
品
種
の
ト
ゲ
の

少
な
い
ゆ
ず
の
導
入
に
つ

い
て
は
高
額
で
あ
り
考
え

て
い
な
い
従
来
の
ゆ
ず
を

推
進
す
る
。

問　

生
産
農
家
の
高
齢
化

対
策
は
。

市
長　

ゆ
ず
栽
培
同
好
会

の
会
員
に「
産
地
の
維
持
・

拡
大
を
進
め
る
た
め
の
ア

トゲの少ないユズ ｢鬼北の香里｣

九
く
日
にち
　克
かつ
典
のり

（創政会）

交通量の多い柳迫交差点

ちょっとひとりごと

トゲのない安全
効率的な人生であれば

問　

柳
迫
交
差
点
改
良
の

要
望
書
の
と
お
り
改
善
の

必
要
性
を
県
・
国
へ
強
い

ア
ピ
ー
ル
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

通
学
路
と
し
て
子

ど
も
達
が
利
用
し
、
大
型

車
を
含
む
通
行
車
両
が
多

く
、
危
険
性
の
あ
る
変
型

し
た
交
差
点
で
あ
る
。
交

差
点
の
合
同
現
場
診
断
の

結
果
を
も
と
に
、
安
全
対

策
の
整
備
を
国
・
県
に
要

望
す
る
。　
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フッ化物洗口、
学校でも実施していくのか

市長／十分協議し、勉強していく。

問　

フ
ッ
化
物
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

市
長　

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
利
用
し
て
い
る
。
エ

ナ
メ
ル
質
を
強
く
す
る
効

果
と
、
虫
歯
予
防
の
作
用

が
あ
る
。
た
だ
し
大
量
に

摂
取
す
れ
ば
害
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
る
。

問　

現
在
洗
口
を
実
施
し

て
い
る
保
育
園
等
は
。

市
長　

12
園
実
施
し
て
い

る
。

問　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
６
歳
未
満

の
子
に
は
フ
ッ
化
物
洗
口

は
禁
忌
と
し
て
い
る
が
。

市
長　

各
機
関
が
虫
歯
予

防
へ
の
有
効
性
を
み
と
め

て
い
る
。
し
っ
か
り
管
理

し
て
い
る
の
で
心
配
は
な

い
。

問　

食
生
活
の
習
慣
と
歯

磨
き
で
洗
口
の
付
加
的
効

果
は
少
な
い
結
果
が
出
て

い
る
、
洗
口
に
は
賛
否
両

論
あ
る
が
。

市
長　

フ
ッ
化
物
に
頼
ら

ず
虫
歯
に
な
ら
な
い
習
慣

が
基
本
、
今
後
十
分
協
議

し
、
勉
強
し
て
い
く
。

大
川
原
峡
渓
谷
、

悠
久
の
森
、
溝
ノ
口
洞
穴

問　

大
川
原
峡
ト
ン
ネ
ル

サ
イ
ド
の
階
段
及
び
遊
歩

道
管
理
は
。

市
長　

今
後
は
農
林
振
興

課
で
管
理
し
て
い
く
。

問　

三
連
轟
入
口
階
段
の

管
理
は
。

市
長　

商
工
観
光
課
で
管

理
し
て
い
る
。

問　

も
み
じ
の
森
の
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

よ
っ
て
、
悠
久
の
森
に
一

万
本
の
も
み
じ
が
植
栽
さ

れ
た
が
見
解
は
。

市
長　

今
後
の
悠
久
の
森

を
更
に
Ｐ
Ｒ
出
来
る
宣
伝

材
料
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

問　

こ
の
一
帯
の
今
後
の

整
備
計
画
と
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

市
長　

整
備
事
業
を
再
検

討
し
て
、
各
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
な
が
ら
、
森

の
学
校
と
連
携
し
て
盛
り

上
げ
て
い
く
。

松
まつ
ノ
の
下
した
　いずみ

（誠和会）

虫歯予防の基本

岩の形状が亀に見える三連轟の滝

ちょっとひとりごと

賛否両論あるフッ化物、
導入は慎重に
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末吉中央公民館敷地の
売買の時期は
市長／移転できる環境が整った後に
　　　売買の手続きに入りたい

問　

公
民
館
敷
地
の
売
買

方
法
は
。

市
長　

入
札
公
告
を
行
い

一
般
競
争
入
札
で
実
施
す

る
。

問　

土
地
の
価
格
の
決
定

は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

副
市
長
を
中
心
に

不
動
産
価
額
評
定
委
員
会

で
決
定
す
る
。

問　

檍
地
区
よ
り
下
流
の

災
害
状
況
は
。

市
長　

下
流
の
災
害
は
な

く
、
全
て
檍
地
区
か
ら
上

流
で
発
生
し
て
い
る
。

問　

国
・
県
に
堤
防
の
強

化
を
早
急
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

国
・
県
に
こ
れ
か

ら
も
要
望
し
て
い
く
。

問　

高
原
病
院
が
購
入
希

望
で
あ
る
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
市
民
の
利
便

性
や
病
院
の
公
共
性
等
を

考
慮
し
た
価
格
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

近
隣
の
実
勢
価
格

等
を
参
考
に
し
て
、
市
の

大
事
な
財
産
で
あ
る
か
ら

不
動
産
価
額
評
定
委
員
会

で
適
正
な
最
低
売
却
額
を

決
定
す
る
。

大
淀
川
堤
防
の
被
災

問　

大
雨
に
よ
る
被
災
箇

所
は
何
カ
所
か
。

市
長　

平
成
30
年
度
に
大

淀
川
の
護
岸
決
壊
等
の
公

共
施
設
災
害
３
カ
所
と
小

規
模
な
災
害
８
カ
所
が
発

生
し
、
今
回
の
５
月
の
豪

雨
で
２
カ
所
の
護
岸
決
壊

が
発
生
。

末吉中央公民館

中津橋付近被災状況

大淀川堤防の決壊

今
いま
鶴
づる
　治
はる
信
のぶ

（新生会）

ちょっとひとりごと

梅雨の大雨・台風が
たいへん心配されます
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☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。

高齢化の中でゆず振興は

市長／アンケート調査をもとに検討する

問　

高
齢
化
の
中
で
ゆ
ず

振
興
の
考
え
は
。

市
長　

ゆ
ず
栽
培
同
好
会

の
会
員
に
「
産
地
維
持
拡

大
を
進
め
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」結
果
を
も
と
に
、

今
後
、
高
齢
者
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

搾
汁
機
の
増
設
計
画

は
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
昨
年
以
上

の
量
が
見
込
ま
れ
、
結
果

的
に
品
質
低
下
に
つ
な
が

り
生
産
者
や
メ
セ
ナ
食
彩

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
改
善
の

要
望
が
あ
り
、
今
後
改
築

に
向
け
て
、
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ

る
。

空
き
家
対
策

問　

人
口
減
少
の
中
で
空

き
家
対
策
は
。

市
長　

平
成
31
年
度
に
、

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施

し
、
情
報
提
供
・
助
言
・

指
導
利
活
用
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
対
策
を
図
る
。

問　

空
き
家
の
情
報
発
信

は
。

市
長　

登
録
し
て
い
る
住

宅
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
る
。

問　

空
き
家
で
危
険
廃
屋

の
対
策
は
。

市
長　

特
に
学
校
の
通
学

路
・
幹
線
道
路
沿
の
高
台

に
あ
る
廃
屋
は
地
主
と
連

絡
と
り
、
と
れ
な
い
場
合

は
行
政
が
強
制
的
に
執
行

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

寄
附
金
約
17
億
円
に

係
る
経
費
は
。

市
長　

返
礼
品
・
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
等
委
託
料
約

10
億
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
・
郵
便
料
約
１
億

７
千
万
円
、
賃
金
・
人
件

費
約
６
４
６
万
円
、
旅
費

約
６
２
７
万
円
、
賃
借
料

約
２
８
２
万
円
、
備
品
購

入
費
約
12
万
円
、
総
額
で

約
12
億
円
で
あ
る
。

問　

寄
附
金
の
事
業
へ
の

振
分
け
は
。

市
長　

42
事
業
に
振
り
分

け
た
。

問　

一
部
を
青
少
年
育
成

に
補
助
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

青
少
年
育
成
も
大

切
な
教
育
事
業
で
あ
る
。

要
望
が
あ
れ
ば
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

ゆず搾汁機

渕
ふち
合
あい
　昌
まさ
昭
あき

（新生会）

ちょっとひとりごと

青少年育成のため
ふるさと納税の一部
ほしいなぁ
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小中学校のクーラー設置は

市長／今年10～11 月に設置完了

問　

小
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
完
了
時
期
は
。

教
育
長　

中
学
校
が
10

月
、
小
学
校
が
11
月
を
予

定
し
て
い
る
が
、
全
国
の

小
中
学
校
で
工
事
が
行
わ

れ
る
た
め
、
資
材
の
調
達

が
遅
れ
る
と
工
期
も
延
長

と
な
る
。

問　

市
内
業
者
へ
の
優
先

発
注
を
要
望
す
る
。

市
長　

電
気
・
空
調
工
事

を
分
割
し
、
市
内
業
者
に

可
能
な
限
り
発
注
す
る
。

保
育
料
無
償
化
は

問　

無
償
化
の
内
容
は
。

市
長　

今
年
10
月
よ
り
、

３
歳
～
５
歳
の
全
て
の
子

ど
も
と
０
歳
～
２
歳
児
ま

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

開
校
す
れ
ば
、学
生
相
手

の
ア
パ
ー
ト
や
飲
食
店
な

ど
曽
於
市
に
大
き
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
す
と
思
う

が
。

市
長　

大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
経
済
効
果
が
あ
る

と
確
信
す
る
。

問　

開
校
に
は
大
き
な
予

算
を
必
要
と
す
る
が
、
今

後
の
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

市
長　

９
月
議
会
に
、
基

本
的
方
針
を
示
す
。
志
布

志
市
・
大
崎
町
と
共
同
で

開
校
で
き
な
い
か
話
を
し

て
い
る
。
今
後
の
計
画
を

９
月
議
会
に
は
示
す
。

の
利
用
料
は
無
償
化
さ
れ

る
が
、
送
迎
・
食
材
・
行

事
費
等
は
対
象
外
で
あ
り
、

従
来
ど
お
り
で
あ
る
。

問　

保
育
料
無
償
化
で
市

の
負
担
が
減
っ
た
分
は
い

く
ら
に
な
る
か
。

市
長　

負
担
軽
減
額
は
、

３
２
０
０
万
円
に
な
る
。

問　

こ
の
財
源
活
用
し
て

す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育

料
の
無
償
化
に
取
り
組
め

な
い
か
。

市
長　

今
の
段
階
で
は
、

な
に
も
検
討
し
て
い
な
い
。

今
後
政
府
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

看
護
短
期
大
学
開
校
は

問　

財
部
高
校
跡
に
魅
力

あ
る
看
護
短
期
大
学
を

岩
いわ
水
みず
　豊
ゆたか

（新生会）

ちょっとひとりごと

保育料無償化は、
全ての子どもを対象に

高等看護学校設置経費
内 訳 金額
校 舎 工 事 費 16億5,000万円
設 計 管 理 費 1 億4,000万円
住 宅 費 7 億円
整 備 費 2 億円
概 算 見 積 額 27億円

開校準備経費
期 間 金額
１ 年 目 4,309万円
２ 年 目 9,644万円
３ 年 目 1 億1,101万円
合 計 2 億5,000万円

曽於市看護学校設置調査報告書より
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